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➢ 安全・安心で、誰もが暮らしやすいまちづくり

・都営多摩ニュータウン永山三丁目団地の竣工

・東京都ひとり親家庭支援センター「はあと多摩」の開設

・梅ヶ谷トンネル（山間部道路の整備）の本体工事に着手し実施中

➢ 道路・交通ネットワークの充実強化

・調布保谷線・東八道路の一部区間を４車線で交通開放

・連続立体交差事業（西武新宿線・東村山駅付近）の推進

➢ 地域資源を生かした産業振興、地域で働くことができるまちづくり

・東京都立多摩産業交流センターの整備に係る工事に着手し実施中

・ＴＯＫＹＯ創業ステーションＴＡＭＡの開設

・多摩地域雇用就業支援拠点（仮称）の整備に係る工事に着手し実施中

➢ 文化・スポーツの振興、教育の充実

・小中高一貫教育校の設置に向けた工事に着手し実施中

・東京都多摩障害者スポーツセンターの改修工事の完了

➢ 豊かな自然との共生、環境に優しいまちづくり

・中小河川の水辺空間の緑化の推進

・水素ステーション（八王子市・多摩市）に対して補助を実施

〔調布保谷線（三鷹3・2・6）の
整備状況〕

〔梅ヶ谷トンネルの完成イメージ〕

〔東京都立多摩産業交流センター
の完成イメージ〕

〔東京都多摩障害者スポーツ
センター体育館照明のＬＥＤ化〕

〔大栗川の緑地の推進〕

 

 

 

 

 

 

○ 「多摩の振興プラン (2017年９月) 」に基づき、これまで様々な取組を着実に推進 

○ コロナ禍でデジタルシフトが加速するなど、社会の大きな変化・変革が進行 

○ 地球温暖化の影響により、自然災害が激甚化 （令和元年東日本台風など） 

○ 少子高齢化、道路・交通インフラの充実、産業振興など、多摩の地域ごとに諸課題が存在 

○ 「『未来の東京』戦略（2021 年３月）」の策定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「新しい多摩の振興プラン（仮称）」素案の概要 

１ 策定の意義（背景） 

２ 「多摩の振興プラン」における主な取組状況（2017～2020 年度） 

～サステナブル・リカバリー 多摩のさらなる発展に向けて～ 
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西多摩エリア

（青梅、福生、羽村、あきる野、瑞穂、日の出、檜原、奥多摩）

✔ 広大な森林、山岳、清流、里山風景などの豊かな自然に

恵まれているほか、製造品出荷額等が多摩地域内で最も多い

✔ 既に人口減少が始まっており、今後も減少が続くと見込まれる

北多摩南部エリア

（武蔵野、三鷹、府中、調布、小金井、狛江）

✔ 都心へのアクセスが良く、生産年齢人口が増え

保育サービスの利用児童数が大きく増加している

✔ 都市化の影響や後継者の不足などにより、生産

緑地面積が減少傾向にある

南多摩エリア

（八王子、町田、日野、多摩、稲城）

✔ 圏央道のＩＣがあるほか、近隣にリニア中央新幹線の

新駅の開設を予定している

✔ 高齢者人口が多摩地域内で最も多く、出生数も減少

傾向にある

北多摩西部エリア

（立川、昭島、国分寺、国立、東大和、武蔵村山）

✔ 交通の要所の立川駅のほか多摩地域の

創業・産業支援の拠点がある

✔ エリア北部に鉄道駅がない地域がある

北多摩北部エリア

（小平、東村山、清瀬、東久留米、西東京）

✔ 玉川上水や八国山緑地などの豊かな自然

環境が広がり、武蔵野の面影を残している

✔ 都市計画道路の整備を進めているが、完成

率が低い

奥多摩町

檜原村

青梅市

日の出町

あきる野市

八王子市

町田市

日野市

多摩市 稲城市

府中市

羽村市

瑞穂町

昭島市

福生市

武蔵

村山市
東大

和市

東村山市

小平市

東久留米市

清瀬市

西東京市

小金井市

調布市

狛江市

三鷹市

武蔵野市
立川市

国立市

国分寺市

西多摩エリア

（西多摩地域広域行政圏協議会）

南多摩エリア

北多摩西部エリア

北多摩北部エリア

（多摩北部都市広域行政圏協議会）

北多摩南部エリア

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 多摩を取り巻く状況 

４ 多摩地域の概況（エリア別の特性 ） 
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多摩地域それぞれの特性や課題に応じて
多様なポテンシャルを伸ばすとともに
様々な課題を解決

① 新しい働き方が浸透し、誰もが輝き、暮らしやすいまち
② 安全・安心な暮らしを守るまち
③ 道路・交通ネットワークが充実し、地域特性に応じた快適なまち
④ 地域資源と先端技術を活かし、スマートな産業が確立されたまち
⑤ 豊かな自然と都市機能が調和し、環境に優しいまち
⑥ 地域が持つ資源に磨きをかけ、人を惹きつけるまち

新型コロナの危機を乗り越え
大きな社会の変化・変革を
多摩地域の更なる発展のチャンスへ

方向性 ２方向性 １

それぞれの地域の特色を活かし、賑わいと活力に満ち溢れ
豊かな自然と都市機能が調和したより良い多摩を、
サステナブル・リカバリーの視点を持って
都と市町村でつくりあげる

２つの方向性により、多摩の更なる発展を目指した６つのカテゴリーの取組を推進

取組の基本方針

取組の方向性

取組の区分

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 取組の基本方針と方向性 

 

６ 多摩地域の更なる発展を目指した取組 
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令和３年５月２５日 プラン素案の公表
パブリックコメントによる意見募集・市町村への意見照会開始

（意見募集期間は６月２５日まで）

令和３年９月 プラン策定・公表予定

〇 都と市町村との連携

市町村への行財政支援

各種補助金・交付金（市町村総合交付金など）、市町村への人的支援、まちづくり施策の推進への支援など

〇 市町村間での広域的な連携

取組内容に応じた市町村間の柔軟な連携が円滑に展開されるよう、引き続き、都として必要な支援を実施

＜連携事例＞広域連携サミット、多摩川流域連携会議、魅力向上プロジェクト、広域行政圏協議会など

✔ 今後、人口減少・少子高齢化や「新しい日常」を前提とした社会の大きな変化・変革を受け入れながら、

これまで以上に、創意工夫を凝らして取組を進めることが必要

✔ 都が多摩振興に資する事業を着実に進めることに加え、地域の実情に精通した市町村との緊密な

連携や、市町村間の広域連携等による取組が重要

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 本プランの実現に向けて 

 

８ スケジュール 

 

 


